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中部運輸局では、令和８年 12 月 7 日（月）に「令和８年度 地域公共交通シンポジウ

ム in 中部」を開催します。 
人口減少や高齢化、担い手不足などにより、地域公共交通を取り巻く環境が厳しさを増

すなか、「交通空白」解消に向け国では令和 7 年度から令和 9 年度までを集中対策期間
として取組を進めています。また、10 月 16 日に地域公共交通の活性化及び再生に関す
る法律の一部を改正する法律（令和８年法律第 35 号）が施行され、交通事業者間の共同
化・協業化や多様な輸送資源のフル活用を促進する制度整備が進められています。 

本シンポジウムは、放送大学教養学部教授 中村 文彦氏を講師に迎え、「交通空白」
解消に向けた今後の方向性や共同化・協業化、多様な輸送資源の活用、データ活用のあり
方について理解を深めることを目的として開催するものです。 

事例紹介では、「交通空白」解消に向けた先進的な取組として、①共同化・協業化、②
多様な輸送資源の活用、③データ活用、④地域連携・公共ライドシェアという 4 つの視点
から全国の事例を紹介し、今後の地域交通のあり方について考えます。 
 
 
【開催概要】 

１．日 時  令和８年 12 月７日（月）13:30～17:00（13:00 開場） 

 

２．場 所  名古屋国際センター別棟ホール（名古屋市中村区那古野１丁目 47−1） 

 

３．形 式  会場とオンライン配信（YouTube による同時 Live 配信）を併用 

 

４．プログラム 

 ＜第 1 部＞基調講演 放送大学 教養学部教授 中村
なかむら

 文彦
ふみひこ

 氏 

      情報提供 中部運輸局 交通政策部 交通企画課長 髙
たか

野
の

 克
かつ

海
み

 

 

 ＜第 2 部＞事例紹介 
      ①一般社団法人バス協調・共創プラットフォームひろしま 

 事務局 事業推進課 課長補佐 本宮
ほんみや

 和照
かずてる

 氏 

連絡先：中部運輸局 交通政策部交通企画課 
髙野、唐澤、飯田 TEL:052-952-8006 

12/７（月）「地域公共交通シンポジウム in 中部」を開催します！ 
 

「交通空白」解消を目指す実行フェーズへ 
～共同化・協業化とデータ活用による地域の“移動の力”の最大化～ 

 

中部運輸局交通政策部 



 
  ②湖西市 都市整備部 都市計画課 公共交通係 係長 山下

やました

 祐
ゆう

介
すけ

 氏 

       ③八戸市 総合政策部 政策推進課 副参事 相模
さ が み

 将喜
まさのぶ

 氏 

       ④つくば市 都市計画部 総合交通政策課 課長補佐 上田
う え だ

 洋輔
ようすけ

 氏 

         

 ＜第 3 部＞パネルディスカッション  
        コーディネーター：放送大学 教養学部教授 中村 文彦 氏 

パネリスト      ：事例紹介の発表者（4 名） 
 
５．参加申込 令和８年 11 月 2７日（金）までに下記 URL よりお申込みください。  

【申込 URL】 https://forms.gle/j4beuVW2rhMcmsk56 
※参加費は無料（事前申込制） 

 
詳しくは別添資料をご覧下さい。 

 
６．問合せ先  中部運輸局 交通政策部 交通企画課 

電 話： 052-952-8006  
メール： cbt-chubu-kikaku@gxb.mlit.go.jp  

 
※当日の取材をご希望される方は、事前に上記までご連絡をお願いします。  

 

 

＜参考＞事例紹介の詳細について 

 テーマ 自治体・団体名称 事例概要 

① 共同化 

・協業化 

一般社団法人バス協調・共創

プラットフォームひろしま 

バス事業者 8 社と広島市が連携し、路線運営や利用促進等を地域全体の視点で進める取組。公共交

通ネットワークの最適化や運転手不足への対応など、共同化・協業化による持続可能な乗合バス事

業の構築を目指す事例。 

② 多様な輸送

資源の活用 

湖西市 企業送迎バスを地域住民も利用できる「企業シャトル BaaS」により、地域に存在する輸送資源を

有効活用する事例。 

③ データ活用 八戸市 MaaS や地域連携 IC カードの導入に加え、交通事業者が保有する利用データを共有・分析し、路

線やダイヤの見直し、利用促進施策の検討に活用するなどデータに基づく交通施策に取り組む事例 
 

④ 地域連携・ 

公共ライド

シェア 

つくば市 近隣自治体が連携して、一般ドライバーの自家用車を活用した予約制公共ライドシェアを運行し、

ドライバー不足への対応と持続可能な交通サービスの確保を目指す広域連携の事例。 
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～共同化・協業化とデータ活用による地域の～共同化・協業化とデータ活用による地域の

主催・問合せ 国土交通省　中部運輸局　交通政策部　交通企画課　TEL：052-952-8006

13:30▶17:0013:30▶17:00 13:00開場13:00開場

令和8年

月
名古屋国際センター
別棟ホール別棟ホール 名古屋市中村区那古野1丁目47-1

令和８年度　地域公共交通シンポジウム in 中部

会場／オンライン

https://forms.gle/j4beuVW2
rhMcmsk56

参加申込みはこちら！

11月27日（金）申込締切り
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人口減少や高齢化の進展により、地域の移動手段の確保が大きな課題となっています。
国では「交通空白」解消に向け取組を強化するとともに、地域交通法の改正により、
共同化・協業化や多様な輸送資源のフル活用を後押ししています。
本シンポジウムでは、「交通空白」解消に向けた今後の方向性やデータ活用の重要性
について理解を深め、地域公共交通の未来を考えます。

■ 名古屋駅から東へ徒歩7分
■ 地下鉄桜通線「国際センター」駅下車すぐ

公共交通機関でのご来場

先着100名
要事前申込

会 場

YouTubeライブ配信
＆

“移動の力”の最大化～

事例紹介

一般社団法人バス協調・共創プラットフォームひろしま
事務局　事業推進課　課長補佐

広島における乗合バス事業の共同化・協業化の取組について
本宮　和照 氏

湖西市企業シャトルBaaSについて（従業員送迎バスへの市民混乗）
湖西市　都市整備部　都市計画課　
公共交通係　係長 山下　祐介 氏

茨城県つくば市における「地域連携公共ライドシェア」の取組について
つくば市　都市計画部　総合交通政策課　課長補佐 上田　洋輔 氏

データを活用した八戸圏域の公共交通の取組について
八戸市　総合政策部　政策推進課　副参事 相模　将喜 氏

第２部 14:25 ～ 15:50

パネルディスカッション

第３部 16:05 ～ 17:00

コーディネーター
中村　文彦 氏

パネリスト
事例発表登壇者

情報提供

基調講演

開催挨拶

第１部 13:30 ～ 14:15

モビリティのリ・デザインが描く未来の実現に向けて

改正地域交通法について

中部運輸局長 神谷 昌文

放送大学　教養学部教授 中村　文彦 氏

中部運輸局　交通政策部　交通企画課長 髙野 克海

※発表タイトルはすべて予定（仮題）であり、変更となる場合がございます。



コーディネーター

主催・問合せ
国土交通省　中部運輸局　交通政策部　交通企画課　
TEL：052-952-8006

放送大学　教養学部教授
中村　文彦 氏

1962年新潟市生まれ。1985年東京大学工学部都市工学科卒業、1991年工学博士（東
京大学）。東京大学助手、横浜国立大学助教授・教授、東京大学特任教授、名古屋大学
特任教授を歴任し、2026年より放送大学教授。専門は都市交通計画、公共交通政策。
内閣府SIP第3期スマートモビリティプラットフォームの構築プロジェクト副ディレク
ター。国土交通省交通政策審議会臨時委員、公益財団法人国際交通安全学会副会長
等を務めるなど、地域公共交通分野の研究・実践に幅広く携わっている。

パネリスト

湖西市　都市整備部　都市計画課
公共交通係　係長

山下　祐介 氏

2012年入庁。子育て支援、健康増進、企画政策などの業務に従事
し、内閣府地方創生推進事務局への出向を経て、2022年から湖西
市都市計画マスタープランや地域公共交通計画の策定、企業シャ
トルBaaSなど公共交通関連業務を担当。2025年4月より現職。

つくば市　都市計画部
総合交通政策課　課長補佐

上田　洋輔 氏

2003年に東京の鉄道グループ会社へ就職し、SEとして交通系IC
カードのシステム企画・開発に従事。2018年につくば市役所に
入庁し、総合交通政策課で公共交通政策全般を担当している。

一般社団法人
バス協調・共創プラットフォームひろしま
事務局　事業推進課　課長補佐

本宮　和照 氏

2009年広島市役所入庁。2018年以降、鉄道駅の自由通路整備、
新交通システム延伸計画の立案、交通事業者への派遣、乗合バス
の利便性・持続性向上に向けた取組など、地域公共交通施策に一
貫して従事。2025年4月より現職。

八戸市　総合政策部
政策推進課　副参事

相模　将喜 氏

八戸市中心市街地活性化の拠点施設「八戸ポータルミュージアム
はっち」の整備などまちづくり政策に携わった後、広報や交通政
策を担当。青森県内に先がけて広域的な交通計画を策定し、IC
カードとデータ分析システムの導入も担当している。

会場アクセス

名古屋国際センター名古屋国際センター
別棟ホール別棟ホール 名古屋市中村区那古野1丁目47-1

■ 名古屋駅から東へ徒歩7分
■ 地下鉄桜通線「国際センター」駅下車すぐ
※地下街「ユニモール」を直進していただくと、地下鉄桜通
線「国際センター駅」及び名古屋国際センタービルの地下
とつながっています。

公共交通機関でのご来場

名古屋国際センター 別棟
ホール
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